
l
、
は
じ
め
に
 
 

棋
島
昭
武
は
 
『
書
言
字
考
節
用
集
』
 
『
方
丈
記
流
水
抄
』
 
『
関
八
洲
舌
戦
 
 

録
』
 
な
ど
の
著
者
で
あ
る
。
 
 
 

か
つ
て
中
田
視
夫
先
生
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
て
、
『
苦
言
字
考
節
用
 
 

集
 
研
究
並
び
に
索
引
』
 
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
、
風
間
寄
席
刊
）
 
を
著
 
 

し
た
と
き
、
解
説
に
一
章
を
立
て
、
著
者
で
あ
る
横
島
昭
武
（
以
下
「
昭
 
 

武
」
と
記
す
）
 
に
つ
い
て
、
大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集
 
 

成
』
を
参
照
し
て
、
そ
の
著
述
か
ら
知
ら
れ
る
履
歴
に
つ
い
て
述
べ
た
。
 
 
 

そ
の
後
、
昭
和
五
十
一
年
に
『
国
酋
総
目
録
 
著
者
別
索
引
』
が
出
て
、
 
 

昭
武
に
他
の
二
著
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
 
 
 

さ
ら
に
平
成
十
七
年
に
な
っ
て
、
横
島
家
の
か
た
か
ら
お
家
の
資
料
を
 
 

お
示
し
い
た
だ
い
た
。
 
 
 

そ
う
い
う
資
料
を
加
え
て
、
改
め
て
昭
武
の
伝
記
を
書
く
こ
と
に
す
 
 

る
。
 
 

横
島
昭
武
伝
記
再
説
 
 

二
、
著
 
作
 
 

ま
ず
昭
武
の
著
作
を
解
説
し
、
そ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
伝
記
に
関
す
る
事
 
 

項
を
記
す
。
簡
略
を
心
掛
け
た
の
で
、
引
用
は
伝
記
を
考
え
る
の
に
必
要
 
 

な
箇
所
の
み
と
す
る
。
漢
文
で
記
し
て
あ
る
長
め
の
も
の
は
酋
き
下
し
に
 
 

し
、
異
体
字
は
印
刷
可
能
な
も
の
に
改
め
る
。
6
7
以
外
に
つ
い
て
は
、
 
 

右
の
小
菅
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

1
 
有
職
小
説
 
 
 

刊
本
三
巻
六
冊
。
題
寮
「
…
有
職
小
説
二
L
ハ
終
ニ
。
刊
記
「
元
禄
十
一
歳
 
 

伐
 粛
正
月
吉
日
7
武
江
書
林
千
鍾
堂
／
須
原
茂
兵
衛
蔵
版
」
。
一
二
二
■
五
 
 

二
∴
ご
 
 

の
各
冊
に
「
有
識
小
説
巻
上
 
（
中
・
下
）
」
 
の
内
題
が
あ
り
、
一
に
は
そ
 
 

の
下
に
「
駒
谷
散
人
郁
輯
」
と
署
名
が
あ
る
。
序
蚊
の
類
は
無
い
。
有
職
 
 

故
実
に
関
す
る
語
を
集
め
、
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
二
年
の
後
 
 

刷
本
も
存
す
る
。
 
 

2
 
北
越
軍
談
 
 

写
本
五
十
一
巻
。
上
杉
謙
信
の
行
状
・
戦
術
を
中
心
と
す
る
軍
記
で
あ
 
 

小
 
林
 
祥
次
郎
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る
。
井
上
鋭
夫
校
注
『
上
杉
史
料
集
（
上
）
 
（
中
）
』
 
に
井
上
氏
蔵
本
の
翻
 
 

刻
が
あ
る
。
こ
の
本
に
よ
る
。
 
 
 

標
題
 
（
昭
武
の
著
作
で
は
序
文
を
標
鱈
と
し
て
い
る
）
 
に
、
謙
信
を
讃
 
 

え
、
そ
の
事
蹟
を
記
し
た
も
の
が
無
い
の
で
、
請
書
を
参
照
し
て
こ
の
苔
 
 

一
項
シ
 
 

を
縮
ん
だ
と
し
、
最
後
に
、
「
時
二
元
禄
龍
戊
第
二
舎
ル
 
（
注
、
十
一
年
）
 
 

春
三
月
、
駒
谷
散
人
郁
謹
ン
デ
題
ス
」
と
署
名
す
る
。
 
 

3
 
青
首
字
考
節
用
集
 
 
 

刊
本
十
巻
十
三
冊
。
題
寮
「
網
合
矯
大
節
用
集
賢
二
－
数
億
．
姓
氏
土
」
。
第
 
 

一
冊
の
見
返
し
に
 
「
和
漢
音
釈
書
言
字
考
／
合
頬
大
節
用
集
／
鳳
城
 
村
 
 

上
平
楽
寺
蔵
版
」
。
内
題
「
和
漢
音
釈
善
吉
字
考
節
用
集
」
。
刊
記
「
享
保
 
 

二
丁
酉
年
正
月
吉
日
／
書
林
 
皇
都
 
村
上
勘
兵
衛
／
武
都
 
村
上
又
三
 
 

郎
 
寿
梓
」
。
 
 
 

二
万
余
の
語
彙
を
、
ま
ず
乾
坤
以
下
の
意
義
分
類
で
巻
を
分
け
、
そ
の
 
 

下
に
イ
ロ
ハ
順
に
語
を
掲
げ
、
多
く
の
語
に
漢
籍
・
仏
興
・
和
書
を
引
用
 
 

し
て
詳
し
い
注
を
施
す
。
 
 
 

「
綱
誓
言
字
考
」
と
題
す
る
自
筆
稿
本
が
天
理
図
責
館
に
存
す
る
。
全
 
 

九
冊
。
こ
れ
は
イ
ロ
ハ
順
を
上
位
、
意
義
分
類
を
下
位
に
語
を
配
列
す
 
 

る
。
こ
れ
に
は
序
践
の
額
は
無
い
。
著
者
の
意
図
し
た
の
は
稿
本
の
形
で
 
 

あ
っ
た
が
、
延
宝
八
草
に
 
『
合
類
節
用
集
』
を
刊
行
し
た
書
辞
の
村
上
平
 
 

楽
寺
が
、
そ
の
改
訂
増
補
版
と
し
て
売
り
出
す
た
め
に
、
形
式
や
書
名
を
 
 

改
め
、
著
者
の
意
向
は
内
題
な
ど
に
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

標
題
（
序
文
）
の
申
で
著
者
が
自
己
の
経
歴
を
記
す
部
分
を
引
用
す
る
。
 
 

「
僕
砥
弱
文
吉
ヲ
好
ミ
、
脚
力
欲
ス
ル
所
有
り
。
進
ミ
テ
俸
禄
ヲ
得
ル
則
 
 

バ
、
務
退
ア
ラ
ズ
、
漸
ク
ロ
ヲ
餅
ス
ル
ニ
足
り
、
退
キ
テ
市
二
在
ル
則
バ
、
 
 

災
火
二
道
ヒ
テ
僅
二
四
肢
ヲ
全
ウ
ス
。
薄
命
ノ
雁
ル
所
、
宿
志
愈
ヨ
摘
シ
、
 
 

不
幸
歳
ヲ
積
ミ
テ
両
破
爪
ヲ
過
グ
。
一
旦
憤
ヲ
発
シ
、
記
誠
二
走
り
、
糟
 
 

粕
ヲ
甘
ナ
ヒ
、
彼
此
ノ
交
・
事
物
ノ
触
、
新
酋
旧
籍
・
衛
談
術
語
、
拾
ヒ
 
 

披
ヒ
、
綜
綿
シ
テ
部
類
参
考
シ
テ
、
遂
ニ
ー
峡
ノ
功
ヲ
終
フ
。
名
ヅ
ケ
テ
 
 

ノ 

苦
言
字
考
卜
日
フ
」
。
そ
の
末
尾
に
、
「
時
二
元
禄
歳
次
戊
寅
南
呂
階
貸
五
 
 

葉
（
元
禄
十
一
年
八
月
五
日
）
、
東
武
城
隅
ノ
賊
士
横
島
昭
武
謹
ミ
テ
題
 
 

ス
」
と
署
名
す
る
。
 
 
 

標
題
の
次
に
「
追
加
」
が
あ
り
、
宝
永
五
年
の
京
都
の
火
災
で
、
「
凡
例
 
 

之
首
巻
」
を
焼
失
し
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
部
分
は
稿
本
に
も
存
し
な
い
。
 
 
 

本
書
は
明
和
三
年
に
再
版
さ
れ
、
幕
末
に
数
次
に
わ
た
り
再
版
・
再
刷
 
 

が
行
わ
れ
、
一
八
五
三
年
に
バ
タ
ビ
ア
で
刊
行
し
た
本
も
あ
る
。
 
 

4
 
身
延
道
之
記
首
書
 
 

刊
本
三
冊
。
下
方
に
「
‥
行
記
」
と
あ
る
窟
寮
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
 
 

「
（
首
書
）
 
身
延
行
記
」
が
原
題
穿
か
。
内
題
「
身
延
道
之
記
首
讃
」
。
刊
 
 

記
「
元
禄
十
七
年
甲
申
年
孟
春
舌
旦
／
鋼
範
坊
書
絆
村
上
平
楽
寺
刊
行
」
。
 
 

標
痺
に
著
者
の
元
政
 
（
日
蓮
宗
。
一
六
二
三
－
六
八
）
 
と
本
書
と
を
称
揚
 
 

し
、
末
に
「
時
元
禄
戊
寅
の
秋
、
武
陽
城
南
の
賊
土
塀
一
束
子
昭
武
記
＝
 
 

之
ヲ
と
云
レ
令
」
と
署
名
す
る
。
 
 
 

元
政
の
 
『
身
延
道
之
記
』
 
に
詳
し
い
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
本
の
注
に
、
次
の
箇
所
が
あ
る
。
「
く
ゐ
ぜ
河
 
（
略
）
 
件
の
路
次
 
 

記
は
。
源
光
行
仁
治
三
年
の
秋
。
鎌
倉
下
向
の
紀
行
也
。
然
る
を
後
人
謬
 
 

ヨ
サ
キ
 
 

て
。
鴨
長
明
道
之
記
の
由
い
ひ
伝
た
り
。
事
は
予
が
常
に
抄
出
せ
る
彼
紀
 
 

行
の
首
苔
に
挙
た
る
ま
ゝ
安
に
は
略
せ
り
。
」
 
（
上
1
5
ウ
）
。
昭
武
は
 
『
東
 
 

関
紀
行
』
 
の
注
釈
も
作
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
本
は
現
存
し
な
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い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

5
 
方
丈
記
流
水
抄
 
 

刊
本
二
巻
二
冊
。
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
語
注
大
成
』
 
に
翻
刻
と
解
説
が
 
 

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
記
す
。
刊
記
に
「
享
保
四
年
玄
己
仲
秋
穀
日
こ
と
あ
 
 

り
、
次
の
書
辞
名
は
数
種
あ
る
が
、
「
京
二
条
通
滴
明
町
／
長
谷
川
市
郎
 
 

兵
衛
／
江
戸
束
叡
山
池
之
端
／
同
 
正
右
衛
門
 
寿
梓
」
と
あ
る
も
の
を
、
 
 

簗
瀬
氏
は
初
版
と
す
る
。
 
 
 

標
題
に
、
長
明
の
伝
記
、
方
丈
記
の
題
号
、
先
行
注
釈
に
つ
い
て
述
べ
 
 

ナ
ウ
ガ
フ
 
 

ケ
ザ
ウ
 
 

た
後
に
、
「
宮
家
の
蔵
書
を
も
っ
て
。
本
文
を
校
合
し
。
別
刷
氏
に
あ
つ
 
 

ら
へ
侍
る
。
…
…
干
レ
時
宝
永
三
年
の
春
駒
谷
散
人
桟
嶋
昭
武
定
を
記
す
 
 

と
云
レ
余
」
と
記
す
。
 
 
 

東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
、
こ
の
本
の
未
定
稿
を
写
し
た
と
見
ら
れ
る
 
 

写
本
一
冊
が
存
す
る
。
原
題
寮
は
剥
落
し
て
い
る
。
版
本
に
比
し
て
、
注
 
 

を
施
し
た
項
目
も
少
な
く
、
注
の
文
も
短
く
、
整
理
も
不
完
全
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
写
本
に
は
次
の
識
語
が
あ
る
。
「
元
禄
十
丁
巳
歳
／
五
月
廿
日
 
於
 
 

武
州
江
戸
／
馬
指
堂
書
」
。
馬
指
堂
は
、
近
江
国
膳
所
藩
士
で
芭
蕉
門
の
 
 

俳
人
で
あ
る
菅
沼
曲
翠
の
号
と
思
わ
れ
る
。
曲
翠
が
江
戸
詰
め
で
出
府
し
 
 

て
い
た
時
に
、
昭
武
か
ら
稿
本
を
借
り
て
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

6
 
職
原
要
略
和
歌
 
 

彰
考
館
文
庫
に
、
『
位
署
式
私
考
』
 
と
 
『
職
原
要
略
和
歌
』
 
と
を
合
捕
 
 

し
た
写
本
一
冊
が
存
す
る
。
 
 
 

前
者
は
、
官
位
・
姓
名
を
公
文
書
に
記
す
書
式
で
あ
る
位
署
に
つ
い
て
 
 

の
考
証
で
、
す
べ
て
滞
文
で
記
し
て
あ
る
。
全
六
丁
。
こ
れ
は
壷
井
義
知
 
 

の
著
作
で
あ
る
。
 
 
 

後
者
は
、
官
位
職
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
に
説
明
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

識
語
を
含
め
全
二
十
五
丁
。
 
 
 

本
文
の
最
初
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

官
位
職
の
三
つ
は
異
国
も
本
朝
も
替
ら
す
国
の
治
れ
る
道
 
 

イ
′
‖
．
 
 
 

神
祇
官
今
は
八
神
殿
ぞ
か
し
天
下
の
祷
此
常
に
あ
り
（
「
神
殿
」
 
の
 
 

二
字
に
濁
点
を
施
す
）
 
 

カ
ニ
ヽ
カ
ミ
く
 
 

本
朝
は
神
国
な
れ
ば
う
や
ま
ひ
て
ま
づ
上
に
置
神
祇
の
宮
（
「
祇
」
 
 

に
濁
音
を
施
す
）
 
 

神
祇
官
は
禁
中
に
て
の
座
列
。
八
省
の
次
な
り
。
然
も
朝
廷
の
事
。
 
 

バ
タ
ケ
′
ノ
ユ
ゴ
ウ
 
 

神
祇
道
 
（
三
字
に
濁
点
）
 
を
本
と
す
。
故
に
北
畠
准
后
も
是
を
 
 

力
．
フ
1
う
 
 

以
て
諸
官
に
冠
し
め
ら
る
と
云
り
。
…
…
 
 
 

力
∴
∵
ネ
ガ
キ
 
 

巻
末
に
「
氏
骨
蓄
・
当
代
官
員
」
な
ど
を
添
え
、
最
後
に
慶
安
四
年
に
徳
 
 

川
家
綱
が
征
夷
大
将
軍
に
就
任
し
た
時
の
 
「
将
軍
宣
下
宣
旨
之
案
」
を
載
 
 

せ
解
説
を
付
し
て
あ
る
。
書
名
や
右
の
引
用
文
か
ら
考
え
れ
ば
、
北
畠
親
 
 

房
の
 
『
職
原
抄
』
 
に
見
え
る
官
職
を
和
歌
に
詠
ん
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
 
 

あ
ろ
一
つ
。
 
 
 

最
後
に
次
の
識
語
が
あ
る
。
 
 

右
要
略
和
軒
一
帖
は
先
達
の
詠
草
百
首
に
本
つ
き
童
蒙
の
為
に
増
補
 
 

ひ
袖
珍
の
逸
物
と
な
し
置
も
の
也
後
の
人
見
ゆ
る
し
た
ふ
へ
し
 
 

宝
永
二
年
重
陽
 
 

横
島
昭
武
記
之
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こ
の
文
か
ら
す
れ
ば
、
後
者
は
先
人
の
著
作
に
昭
武
が
増
補
し
た
も
の
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
歌
は
百
七
十
五
首
載
っ
て
い
る
か
ら
、
七
十
五
首
 
 

が
新
た
に
追
加
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ど
れ
が
追
加
で
あ
る
 
 

か
を
示
す
記
号
な
ど
は
無
い
。
 
 
 

前
者
は
楷
書
、
後
者
は
行
書
で
書
い
て
あ
る
が
、
同
一
人
の
撃
と
考
え
 
 

た
い
。
楷
書
で
書
い
て
あ
る
還
望
日
宇
考
』
 
の
筆
躇
と
は
あ
ま
り
似
て
い
 
 

な
い
。
何
者
か
が
二
番
を
書
写
し
て
合
綬
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

7
 
鎌
形
村
八
幡
宮
緑
記
 
 

写
本
一
冊
か
。
『
埼
玉
叢
書
 
第
三
』
 
の
翻
刻
に
よ
る
。
武
蔵
国
比
企
 
 

郡
松
山
庄
鎌
形
村
の
正
八
幡
宮
（
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
に
現
存
す
る
）
 
 

の
由
来
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
末
尾
に
「
干
時
正
徳
改
元
の
秋
、
大
行
 
 

院
秀
繁
の
需
に
因
で
、
東
武
南
県
の
城
東
横
島
昭
武
詣
で
記
レ
之
、
云
レ
爾
」
 
 

と
署
名
す
る
。
 
 

8
 
近
史
余
談
 
 

写
本
四
巻
八
冊
。
織
豊
期
か
ら
徳
川
氏
初
期
ま
で
の
人
物
た
ち
の
略
伝
 
 

や
逸
話
な
ど
を
記
し
た
史
書
で
あ
る
。
標
題
に
は
「
今
亦
夕
口
碑
ヲ
捜
索
 
 

シ
、
描
写
シ
テ
篇
卜
成
ス
」
と
記
し
、
末
尾
に
「
時
正
徳
歳
次
壬
辰
（
二
 
 

年
）
秋
八
月
、
束
武
両
県
賊
夫
、
棋
嶋
昭
武
自
序
」
と
署
名
す
る
。
菊
地
 
 

真
一
『
近
史
余
談
 
本
文
と
索
引
』
 
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
翻
刻
が
あ
 
 

る
。
こ
の
本
に
は
 
「
時
享
保
九
年
甲
辰
秋
校
合
」
 
の
識
語
が
あ
る
と
の
こ
 
 

と
で
あ
る
。
こ
の
校
合
は
昭
武
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
他
人
の
所
為
か
。
 
 

9
 
関
八
州
古
戟
録
 
 

ノ  

写
本
二
十
巻
。
天
文
か
ら
天
正
ま
で
の
関
東
に
お
け
る
争
乱
を
記
し
た
 
 

ノ
 
 

史
書
で
あ
る
。
史
籍
集
覧
に
国
立
博
物
館
蔵
本
が
、
中
丸
和
伯
校
注
『
関
 
 

八
州
古
戦
録
』
 
に
静
義
堂
文
俸
蔵
本
が
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
 
 

後
者
に
よ
る
。
 
 
 

標
題
に
、
同
類
の
書
は
異
同
や
精
粗
が
あ
る
の
で
、
諸
家
の
蔵
書
を
授
 
 

猟
し
、
参
考
補
接
し
た
と
記
し
、
末
尾
に
「
享
保
丙
午
（
十
一
年
）
季
春
 
 

朔
旦
 
賊
未
来
謹
題
」
と
署
名
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
誰
の
著
作
か
分
か
 
 

（
マ
マ
）
 
 

ら
な
い
が
、
史
籍
集
覧
本
に
は
こ
の
あ
と
に
「
駒
谷
党
人
横
郁
輯
」
と
あ
 
 

り
、
中
丸
氏
の
本
に
は
、
「
中
山
本
四
巻
ノ
始
二
駒
谷
散
人
棋
郁
綺
ト
ア
 
 

リ
」
と
記
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
巻
末
に
こ
の
底
本
を
明
和
七
年
に
書
写
し
 
 

た
下
野
国
芳
賀
郡
茂
木
の
普
化
禅
宗
砂
田
山
桜
川
寺
の
憎
で
あ
る
随
峰
揚
 
 
 

山
の
 
「
右
此
舌
戦
録
者
、
江
州
膳
所
之
城
主
本
多
家
之
浪
客
、
横
島
何
某
 
 
 

所
レ
述
而
印
本
亦
他
類
書
稀
也
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
 
 

な
お
、
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
な
ど
に
『
開
離
間
記
k
を
昭
武
の
著
と
 
 

す
る
が
、
序
文
な
ど
そ
れ
を
証
す
る
も
の
は
無
く
、
成
立
時
期
も
不
明
な
 
 

の
で
、
昭
武
の
著
作
と
は
見
な
い
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

買
支
閣
摘
銅
筆
蹟
短
冊
目
録
 
第
九
号
」
（
平
成
三
年
十
一
月
）
に
、
棋
 
 

島
昭
武
の
短
冊
が
載
る
。
 
 

杜
夏
稜
 
 

か
み
な
ひ
の
森
の
夕
風
冷
し
く
も
 
 

御
杖
に
か
ゝ
る
榊
菓
の
露
 
照
武
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と
あ
る
。
か
よ
う
な
資
料
は
他
に
見
な
い
の
で
、
其
蹟
か
否
か
は
不
明
で
 
 

あ
る
。
 
 

三
、
推
定
さ
れ
る
経
歴
 
 

前
節
に
記
し
た
著
作
、
そ
れ
に
他
の
若
干
の
資
料
に
よ
っ
て
、
知
り
得
 
 

た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
昭
武
の
著
作
を
証
と
す
る
と
き
は
、
前
節
で
の
番
 
 

号
を
記
す
。
 
 

1
 
姓
 
名
 
 

著
作
か
ら
は
次
の
氏
・
名
・
号
が
知
ら
れ
る
。
 
 

横
島
 
（
3
5
6
8
7
）
 
 

棋
 
（
3
4
）
 
 

昭
武
 
（
3
4
5
6
7
8
）
 
 
 

郁
 
（
1
2
3
）
 
 

駒
谷
散
人
 
（
1
2
3
5
）
 
 
 

一
束
子
 
（
4
）
 
 
 

ま
と
め
れ
ば
、
姓
は
横
島
 
 

郁
は
諦
か
、
号
は
駒
谷
散
人
・
 
 

享
保
十
四
年
の
 
『
新
撰
書
籍
目
録
』
 
に
、
 
 

巻
嶋
孫
八
 
 
 

萎
考
 
 
空
合
類
節
用
集
 
 

と
あ
る
。
通
称
は
孫
八
で
あ
ろ
う
。
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
 
に
通
称
を
彦
 
 

（
棋
は
中
国
風
に
し
た
も
の
）
、
名
は
昭
武
、
 
 

一
束
子
と
な
る
。
 
 

八
と
す
る
が
、
そ
の
拠
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
 
 
 

近
代
の
人
名
辞
典
・
文
学
辞
典
の
顆
で
は
、
マ
キ
シ
マ
テ
ル
タ
ケ
、
あ
 
 

る
い
は
ア
キ
タ
ケ
と
飛
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
3
の
署
名
に
 
「
槻
島
」
 
と
 
 

あ
る
か
ら
、
姓
は
マ
キ
ノ
シ
マ
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
3
の
乾
坤
門
に
 
 

マ
キ
′
／
マ
 
 

「
棋
島
 
（
城
州
久
世
郁
。
土
俗
日
二
宇
治
川
島
こ
」
 
が
あ
る
。
後
に
記
す
 
 

が
、
戦
国
時
代
に
こ
こ
に
横
島
昭
光
と
い
う
武
士
が
い
た
。
「
昭
」
 
の
字
 
 

を
凍
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
昭
武
は
そ
の
血
族
か
。
な
お
後
に
 
 

記
す
後
裔
の
か
た
は
マ
キ
シ
マ
と
称
し
て
い
る
。
 
 
 

テ
ル
タ
ケ
・
ア
キ
タ
ケ
は
い
ず
れ
が
正
し
い
か
不
明
で
あ
る
。
先
に
記
 
 

し
た
短
冊
が
真
蹟
な
ら
、
「
照
武
」
 
と
署
名
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
テ
 
 

ル
タ
ケ
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
鈴
木
牧
之
の
 
『
北
 
 

越
雪
諮
』
 
（
初
編
下
・
他
の
字
の
考
）
 
に
は
「
ま
き
の
し
ま
て
る
た
け
」
 
 

と
振
り
仮
名
を
施
し
て
い
る
。
 
 
 

駒
谷
散
人
 
（
鈴
木
牧
之
は
 
「
こ
ま
が
い
」
 
と
振
り
仮
名
を
施
す
）
 
は
何
 
 

に
拠
る
も
の
か
。
博
学
老
松
村
楯
岡
の
随
筆
『
駒
谷
勧
言
』
 
（
天
明
二
年
 
 

自
序
）
 
は
、
著
者
が
江
戸
の
駒
込
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
題
名
で
あ
 
 

る
。
昭
武
は
「
武
陽
城
南
の
賊
士
」
（
4
）
、
「
東
武
南
県
の
賊
夫
」
 
（
7
8
）
 
 

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
城
の
北
に
あ
た
る
駒
込
で
は
あ
る
 
 

ま
い
。
 
 
 

二
常
子
は
、
姓
と
合
わ
せ
て
 
「
ま
き
ひ
と
た
ば
ね
 
（
新
一
束
〓
 
の
洒
 
 

落
か
。
 
 2

 
経
 
歴
 
 

昭
武
の
誕
生
が
い
つ
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
3
の
標
題
に
、
両
 
 

破
爪
を
過
ぎ
て
発
憤
し
、
『
孝
吉
字
考
』
の
著
述
に
着
手
し
た
と
あ
る
。
『
書
 
 

ノ  
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ハ
サ
ウ
ノ
ト
ン
 
 

言
字
考
』
の
時
候
門
に
「
破
爪
年
（
…
…
俗
以
テ
二
1
－
∵
漁
㍗
二
八
ト
 
 

」
〓
と
あ
る
。
「
両
破
爪
」
は
三
十
二
歳
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
精
励
し
 
 

て
元
禄
十
一
年
八
月
に
そ
の
功
を
終
え
た
。
『
善
言
字
考
』
 
の
締
賽
に
五
 
 

年
な
い
し
十
年
か
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
元
禄
十
一
年
に
は
四
十
歳
前
後
で
 
 

あ
る
。
逆
算
す
れ
ば
、
万
治
か
ら
寛
文
初
年
こ
ろ
の
誕
生
と
な
る
。
 
 
 

住
居
は
、
「
東
武
城
隅
賎
士
」
（
3
）
、
「
束
武
城
南
の
賊
士
」
（
4
）
、
「
束
 
 

武
両
県
の
賊
夫
」
 
（
7
8
）
 
と
記
し
て
あ
る
か
ら
、
江
戸
城
の
南
で
あ
る
。
 
 

そ
の
祖
は
山
城
国
久
世
郡
横
島
と
関
わ
り
が
あ
る
か
。
 
 
 

幼
少
か
ら
文
書
を
好
み
、
長
じ
て
仕
官
し
た
 
（
3
）
。
5
の
稿
本
を
膳
 
 

所
藩
士
の
菅
沼
曲
翠
が
書
写
し
て
い
る
こ
と
、
9
の
識
語
に
「
江
州
膳
所
 
 

之
城
主
本
多
家
之
浪
客
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
仕
先
は
近
江
国
膳
所
の
 
 

本
多
氏
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
致
仕
し
た
が
 
（
3
に
「
退
キ
テ
 
 

市
二
在
り
」
と
記
す
こ
と
、
散
人
と
号
す
る
こ
と
）
、
「
宮
家
の
蔵
書
を
も
っ
 
 

て
。
本
文
を
校
合
」
 
（
5
）
 
し
た
り
、
「
貴
族
豪
家
の
蔵
書
」
 
（
2
の
始
末
 
 

巻
）
を
閲
覧
し
た
り
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
上
司
か
縁
者
か
を
蠣
っ
た
の
 
 

で
あ
ろ
う
。
「
宮
家
」
と
い
う
の
は
あ
る
い
は
本
多
氏
か
。
 
 
 

元
禄
の
後
半
以
後
、
前
節
に
記
し
た
多
数
の
著
述
を
成
し
た
。
最
後
の
 
 

著
作
は
享
保
十
一
年
の
 
『
関
八
州
古
戦
線
』
 
で
あ
る
。
 
 

四
、
横
島
家
の
資
料
 
 

平
成
十
七
年
一
月
五
日
に
、
横
島
紘
一
郎
さ
ん
と
い
う
か
た
か
ら
電
話
 
 

が
か
か
っ
て
き
た
。
ご
先
祖
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る
中
で
、
昭
武
の
 
『
書
 
 

吉
字
考
』
に
つ
い
て
の
小
著
を
知
り
、
発
行
所
の
風
間
書
房
に
問
い
合
わ
 
 

せ
て
わ
た
く
し
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
や
が
て
同
氏
か
 
 

ら
は
、
横
島
家
の
家
系
図
、
過
去
帳
、
昭
武
に
か
か
わ
る
知
行
書
を
お
示
 
 

し
い
た
だ
い
た
。
 
 

；
マ
）
 
 
 

家
系
図
は
、
最
初
に
「
源
性
桃
井
流
／
棋
濾
／
家
紋
 
桐
 
竹
ノ
丸
／
 
 

幕
紋
ニ
ッ
頭
右
輌
絵
」
と
あ
り
、
そ
の
あ
と
の
「
浦
和
天
警
世
義
家
」
か
 
 

ら
系
図
が
始
ま
る
。
各
人
に
は
そ
の
事
蹟
が
記
し
て
あ
る
が
省
略
し
、
昭
 
 

ノ 

武
に
つ
な
が
ら
な
い
人
名
も
多
く
省
略
し
て
、
以
下
に
記
す
。
 
 
 

義
家
－
1
義
国
 
－
 
義
康
1
義
兼
 
－
 
義
胤
1
轍
氏
 
 

1
 

頼
直
 
－
 
直
頼
 
 
 

直
頼
は
『
尊
卑
分
泳
』
に
は
貞
頼
と
あ
る
。
 
 
 

家
系
図
で
は
、
直
税
に
三
人
の
男
子
が
あ
り
、
三
男
の
直
顕
に
「
属
尊
 
 

氏
在
京
住
二
城
州
久
世
郡
横
尾
ノ
邑
こ
こ
と
記
す
。
『
尊
卑
分
腺
』
に
は
、
 
 

貞
頼
の
三
人
の
男
子
を
記
し
、
第
三
子
の
直
弘
に
は
「
為
直
常
子
」
と
あ
 
 

る
。
家
系
図
で
は
直
弘
は
直
常
の
子
と
な
っ
て
い
る
。
『
尊
卑
分
腺
』
に
 
 

直
顕
は
見
え
な
い
。
 
 
 

直
頼
－
－
直
顕
 
－
 
直
光
・
1
－
光
基
－
－
－
光
貞
1
－
・
直
久
 
 

－
 
 顕
光
 
－
 
正
光
 
 

直
光
に
は
「
孫
六
郎
 
産
横
島
邑
ニ
」
、
光
基
に
は
「
始
称
横
島
氏
」
と
 
 

記
す
。
 
 
 

正
光
の
子
が
昭
光
で
あ
る
。
昭
光
は
十
五
代
将
軍
足
利
義
昭
に
仕
え
、
 
 

天
正
元
年
七
月
に
義
昭
は
横
島
城
で
織
田
信
長
に
抗
し
て
敗
れ
た
が
、
昭
 
 

光
は
義
昭
と
行
動
を
共
に
し
、
慶
長
二
年
に
義
昭
が
殺
す
る
と
、
昭
光
は
 
 

剃
髪
し
葬
儀
を
営
ん
だ
 
（
国
史
大
辞
興
・
日
本
歴
史
人
物
事
興
）
。
家
系
 
 

図
に
あ
っ
て
他
書
に
見
え
な
い
の
は
、
「
孫
六
郎
 
初
称
吉
光
 
従
五
位
下
 
 

玄
番
頭
 
入
道
雲
安
」
と
し
、
十
四
代
将
軍
義
輝
に
仕
え
た
こ
と
、
大
坂
 
 

の
陣
で
大
坂
方
に
付
き
、
そ
の
後
細
川
忠
興
に
招
か
れ
て
食
禄
千
石
を
与
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∴
㌧
‥
 
 

え
ら
れ
、
肥
後
隈
本
で
百
二
十
六
歳
で
卒
し
た
と
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

家
系
図
に
は
、
昭
光
の
弟
に
久
光
が
記
し
て
あ
る
。
久
光
は
十
四
代
将
 
 

軍
義
輝
に
仕
え
、
永
禄
八
年
に
義
輝
が
殺
し
た
後
は
、
一
色
義
定
に
従
っ
 
 

て
丹
後
の
田
辺
城
邑
に
住
み
、
後
に
関
束
に
下
っ
て
結
城
時
朝
に
仕
え
て
 
 

武
功
を
立
て
、
慶
長
四
年
に
下
総
国
結
城
で
卒
し
た
と
あ
る
。
 
 
 

久
光
の
子
の
昭
久
は
、
結
城
を
去
っ
て
一
色
直
氏
に
つ
き
、
武
蔵
の
幸
 
 

手
に
い
た
が
、
さ
ら
に
出
奔
し
て
西
大
輪
邑
 
（
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
鷲
宮
町
 
 

西
大
輪
）
 
に
住
み
、
慶
安
四
年
に
七
十
三
歳
で
卒
し
た
。
 
 
 

久
光
の
次
男
の
勝
久
は
、
元
禄
三
年
七
月
八
日
に
七
十
五
歳
で
草
し
た
。
 
 
 

勝
久
に
は
四
男
一
女
が
あ
っ
た
。
長
男
の
雪
琴
は
寛
文
十
二
年
十
一
月
 
 

十
二
日
に
二
十
五
歳
で
卒
し
、
武
蔵
の
蓑
輪
村
 
（
束
京
都
台
束
区
三
輪
）
 
 

の
龍
泉
寺
に
葬
ら
れ
た
。
 
 
 

次
男
の
宥
作
は
越
生
 
（
埼
玉
県
人
間
郡
越
生
町
）
 
の
医
王
寺
の
住
職
と
 
 

な
り
、
享
保
十
四
年
に
七
十
五
歳
で
寂
し
た
。
三
男
の
泰
和
は
、
万
治
四
 
 

年
に
生
ま
れ
、
洛
西
の
愛
宕
山
教
学
院
の
住
職
院
家
と
な
っ
た
。
 
 
 

四
男
が
昭
武
で
あ
る
。
家
系
図
に
は
事
蹟
を
次
の
よ
う
に
記
す
 
（
句
読
 
 

点
を
補
う
）
。
 
 

小
字
新
助
又
更
孫
八
 
 

母
ハ
円
受
 
 

∴
∴
ニ
 
 

属
本
多
隠
岐
守
康
慶
公
、
切
米
拾
三
石
三
人
扶
持
、
勘
中
小
性
組
右
 
 

筆
役
被
仰
付
。
下
総
守
康
命
公
家
家
督
之
節
、
正
徳
四
午
年
三
月
、
 
 

新
知
七
捨
石
三
人
扶
持
被
下
、
御
馬
廻
組
御
茶
調
役
被
仰
付
。
主
膳
 
 

正
康
敏
公
御
代
、
享
保
十
三
申
年
四
月
、
三
捨
石
御
加
増
、
都
合
百
 
 

石
被
下
。
全
十
六
年
亥
五
月
廿
六
日
卒
。
法
名
苔
厳
院
滋
賢
友
翁
居
 
 

士
。
武
州
襲
輸
邑
龍
泉
寺
葬
。
妻
松
寿
院
宝
暦
十
辰
八
月
廿
日
卒
。
 
 

喜
一
柳
土
佐
守
家
人
。
 
 

桜
島
家
の
過
去
帳
に
は
、
廿
六
日
の
箇
所
に
、
 
 

学
悍
十
六
や
亥
年
五
日
 
 

苔
巌
院
慈
賢
友
翁
居
士
 
 

と
あ
る
。
戒
名
は
こ
ち
ら
が
正
し
い
か
。
 
 
 

横
島
家
に
は
、
二
十
九
通
の
知
行
吾
が
伝
わ
る
。
そ
の
う
ち
で
昭
武
に
 
 

関
す
る
も
の
は
、
最
も
古
い
三
通
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
端
に
 
「
棋
嶋
孫
八
 
 

と
の
へ
」
 
と
記
し
、
第
一
の
も
の
は
、
 
 

出
置
知
行
車
 
 

高
七
捨
石
 
 

右
全
可
令
所
務
之
 
 

者
也
偽
如
件
 
 

正
徳
四
年
 
 

十
一
月
廿
一
日
康
命
 
（
黒
印
）
 
 

と
あ
り
、
第
二
の
も
の
は
同
文
で
、
日
付
け
と
署
名
が
 
「
享
保
九
年
八
月
 
 

朔
日
康
敏
」
、
第
三
の
も
の
は
、
知
行
高
が
 
「
高
百
石
」
、
日
付
け
と
署
名
 
 

が
「
享
保
十
三
年
四
月
廿
三
日
康
敏
」
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

別
に
紙
切
れ
が
あ
り
、
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棋
嶋
藤
五
郎
 
 
 

七
捨
石
 
 

右
老
親
孫
八
為
役
目
被
下
置
 
 

御
馬
廻
組
衆
 
仰
付
候
 
 

八
月
朔
日
 
 

と
記
し
て
あ
る
。
年
号
の
記
戟
は
無
い
が
、
藤
五
郎
と
い
う
の
は
昭
武
の
 
 

後
を
嗣
い
だ
光
保
の
小
字
で
あ
る
か
ら
 
（
後
述
）
、
こ
の
書
き
付
け
は
、
 
 

第
二
の
知
行
書
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

家
系
図
に
は
、
昭
武
の
子
と
し
て
、
光
保
と
女
二
人
が
記
し
て
あ
る
。
 
 

長
女
は
宝
永
六
年
十
一
月
八
日
に
早
世
。
次
女
は
 
「
光
保
之
室
ト
ナ
ル
。
 
 

享
保
十
六
年
辛
亥
二
月
十
1
日
卒
。
三
十
歳
」
と
記
し
て
あ
る
。
 
 
 

横
島
家
を
継
い
だ
光
保
は
、
鳥
居
家
の
家
臣
の
早
川
八
兵
衛
の
次
男
 
 

で
、
昭
武
の
婿
養
子
に
な
っ
た
。
「
小
字
藤
五
郎
、
又
更
孫
八
」
と
記
し
 
 

て
あ
る
。
孫
八
の
名
は
そ
の
次
の
二
代
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
享
保
十
 
 

六
牛
八
月
に
家
督
を
継
い
で
七
十
石
を
受
け
、
以
後
数
次
に
わ
た
る
加
増
 
 

が
あ
っ
て
、
明
和
二
年
に
三
百
石
に
至
っ
た
。
三
百
石
は
横
島
家
が
受
け
 
 

た
最
高
の
石
高
で
あ
る
。
 
 
 

光
保
の
後
は
、
 
 

光
保
 
－
 
光
品
 
－
 
光
方
1
光
徳
 
 

と
続
き
、
こ
こ
で
家
系
図
は
終
わ
っ
て
い
る
。
光
方
に
関
す
る
記
事
が
最
 
 

も
詳
細
で
、
死
亡
に
つ
い
て
の
記
載
は
無
く
、
記
事
の
中
の
最
後
の
年
号
 
 

は
天
保
四
年
で
あ
り
、
光
徳
に
つ
い
て
は
「
小
字
猪
之
助
、
又
準
蔵
」
と
 
 

記
す
の
み
で
あ
る
。
家
系
図
は
光
方
の
時
代
の
天
保
四
年
以
後
に
作
ら
れ
 
 

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

紘
一
邸
氏
の
お
話
で
は
、
横
島
家
は
 
 

光
徳
 
－
 
書
三
郎
1
錠
之
助
 
－
 
山
三
郎
 
－
 
千
代
 
－
 
順
吉
 
 

－
 
寿
一
1
紘
一
郎
 
 

と
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
錠
之
助
は
膳
所
蒲
の
中
で
の
勤
王
派
 
 

で
、
徳
川
家
茂
の
上
洛
の
際
の
不
手
際
を
理
由
に
、
慶
応
元
年
に
切
腹
を
 
 

命
ぜ
ら
れ
、
後
に
明
治
新
政
府
か
ら
正
五
位
を
追
贈
さ
れ
た
。
横
島
家
は
 
 

山
三
郎
が
柴
田
家
か
ら
入
っ
て
嗣
い
だ
。
 
 

五
、
残
る
疑
問
 
 

横
島
家
の
資
料
に
よ
り
、
昭
武
の
伝
記
に
新
た
な
事
項
を
加
え
る
こ
と
 
 

が
で
き
た
が
、
依
然
と
し
て
残
る
不
明
の
部
分
も
あ
り
、
ま
た
新
た
な
疑
 
 

問
も
生
じ
た
。
以
下
に
そ
れ
を
列
挙
す
る
。
 
 

1
 
昭
武
と
直
接
に
は
か
か
わ
ら
な
い
が
、
昭
光
の
出
自
に
つ
い
て
の
疑
 
 
 

問
が
あ
る
。
源
直
頼
（
『
尊
卑
分
豚
』
に
は
貞
頼
）
 
の
子
で
あ
る
直
顕
 
 
 

は
『
尊
卑
分
膝
』
 
に
出
て
い
な
い
。
歴
史
辞
興
の
頸
で
は
、
昭
光
を
宇
 
 
 

治
川
左
岸
の
横
島
の
土
豪
と
し
て
い
る
。
源
氏
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
 
 
 

し
て
い
た
足
利
義
昭
に
仕
え
る
昭
光
に
は
、
自
分
が
源
氏
で
あ
る
こ
と
 
 
 

が
必
要
な
の
で
、
こ
の
家
系
を
捏
造
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
 
 
 

し
、
『
尊
卑
分
泳
』
 
は
貞
頼
の
三
人
の
男
子
の
次
の
代
ま
で
し
か
記
し
 
 
 

て
な
い
か
ら
、
そ
の
弟
は
ま
だ
記
入
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
 
 
 

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
昭
光
は
源
氏
の
一
族
で
あ
り
、
義
昭
の
寵
臣
と
 
 
 

な
る
資
格
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

2
 
昭
光
に
は
関
東
に
来
た
久
光
と
い
う
弟
が
い
た
の
か
。
横
島
氏
の
後
 
 
 

裔
が
同
姓
の
昭
光
と
つ
な
げ
る
た
め
に
作
り
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
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る
。
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
そ
れ
は
昭
光
通
称
孫
六
郎
 
 

と
そ
れ
ぞ
れ
一
文
字
ず
つ
同
じ
く
す
る
昭
武
通
称
孫
八
の
本
多
家
に
出
 
 

仕
す
る
た
め
の
所
為
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
田
魔
 
『
姓
 
 

氏
家
系
大
辞
興
』
 
に
は
、
武
蔵
に
横
島
氏
の
存
す
る
こ
と
が
記
し
て
あ
 
 

り
、
紘
一
郎
氏
の
お
話
で
は
、
埼
玉
県
幸
手
市
に
現
在
も
横
島
氏
が
あ
 
 

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（
兄
の
宥
膵
の
記
録
も
越
生
町
の
医
王
寺
に
残
っ
 
 

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
）
 
家
系
図
に
記
さ
れ
た
詳
し
い
事
躇
は
、
 
 

捏
造
で
き
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
 
 
 

家
系
図
に
も
過
去
帳
に
も
、
昭
武
の
忌
日
は
享
保
十
六
年
五
月
二
十
 
 

六
日
と
あ
る
が
、
行
年
の
記
載
は
無
い
。
昭
武
を
葬
っ
た
と
あ
る
東
京
 
 

都
台
東
区
龍
泉
の
能
泉
寺
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
同
寺
は
大
正
十
二
年
 
 

の
関
東
大
震
災
で
全
焼
し
、
大
正
末
期
の
東
京
市
内
の
区
劉
生
埋
で
墓
 
 

地
の
大
部
分
が
削
ら
れ
た
の
で
、
昭
武
 
（
苔
厳
院
慈
賢
友
翁
居
士
）
 
に
 
 

関
す
る
記
録
は
皆
無
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
生
年
は
依
然
と
 
 

し
て
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

昭
武
の
す
ぐ
上
の
兄
の
泰
和
は
万
治
四
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
先
に
 
 

誕
生
は
寛
文
初
年
か
と
推
定
し
た
の
に
、
大
き
な
誤
差
は
あ
る
ま
い
。
 
 

殺
し
た
享
保
十
六
牛
に
は
、
七
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

本
多
家
に
仕
え
た
の
は
昭
武
が
最
初
で
あ
る
。
三
代
前
か
ら
関
東
に
 
 

住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
詰
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
書
 
 

言
字
考
』
 
の
標
題
に
 
「
進
ミ
テ
俸
禄
ヲ
得
ル
則
バ
、
務
退
ア
ラ
ズ
、
漸
 
 

ク
ロ
ヲ
翻
ス
ル
ニ
足
ル
」
と
述
べ
る
と
お
り
、
俸
禄
は
十
三
石
三
人
扶
 
 

持
で
あ
っ
た
。
こ
の
標
題
に
 
「
退
キ
テ
市
二
在
ル
則
バ
」
と
あ
り
、
ま
 
 

た
駒
谷
散
人
と
い
う
号
か
ら
は
、
昭
武
が
職
を
辞
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
 
 

家
系
図
に
は
そ
の
こ
と
は
見
え
な
い
。
 
 

駒
谷
散
人
の
号
を
用
い
て
い
る
の
は
、
元
禄
十
一
年
刊
の
 
『
有
職
小
 
 
 

説
』
 
か
ら
、
宝
永
三
年
標
題
の
 
『
方
丈
記
流
水
抄
』
 
ま
で
で
あ
る
。
家
 
 
 

系
図
に
は
、
正
徳
四
年
に
本
多
康
命
が
家
督
を
継
い
だ
時
に
、
昭
武
は
 
 
 

析
知
七
十
石
三
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
新
知
と
い
う
の
で
あ
 
 
 

る
か
ら
、
こ
の
時
に
、
昭
武
は
ふ
た
た
び
本
多
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
 
 
 

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
前
の
俸
禄
に
比
べ
て
破
格
の
高
禄
に
な
っ
た
の
 
 
 

は
、
昭
武
の
学
者
と
し
て
の
盛
名
に
よ
る
も
の
か
。
 
 

第
一
の
知
行
讃
の
日
付
け
は
、
正
徳
四
年
十
一
月
廿
一
日
に
な
っ
て
 
 
 

い
る
。
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
が
こ
の
日
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
 
 
 

知
行
の
確
認
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

第
二
の
知
行
沓
と
書
き
付
け
の
日
付
け
は
、
享
保
九
年
八
月
朔
日
に
 
 
 

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
知
行
の
確
認
か
。
あ
る
い
は
、
書
き
付
け
に
構
 
 
 

嶋
藤
五
郎
（
昭
武
の
女
聾
の
光
保
）
の
名
が
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
 
 
 

こ
の
時
に
昭
武
は
隠
居
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 

第
三
の
知
行
酋
に
百
石
と
あ
る
の
は
、
家
系
図
の
日
付
け
と
一
致
す
 
 
 

る
。
も
し
昭
武
が
隠
居
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
宛
名
の
孫
八
は
光
保
で
 
 
 

あ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
 
 

」
ハ
、
年
 
譜
 
 

以
上
の
こ
と
が
ら
を
、
年
譜
に
ま
と
め
て
示
す
。
 
 

電
文
元
年
 
（
一
六
六
こ
 
こ
の
こ
ろ
誕
生
。
出
生
地
は
武
蔵
国
西
大
輪
 
 

か
。
父
は
横
島
勝
久
、
母
は
円
受
。
幼
名
新
助
。
後
に
孫
八
を
名
の
 
 

る
。
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八
幡
宮
緑
記
』
を
執
筆
。
 
 

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
 
八
月
 
『
近
史
余
談
』
成
る
。
 
 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
三
月
 
膳
所
滞
で
本
多
康
命
が
家
督
を
継
ぎ
、
 
 
 

昭
武
は
新
た
に
七
十
石
三
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
る
。
（
あ
る
い
は
こ
 
 

れ
は
十
一
月
二
十
一
日
か
）
 
 

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
正
月
 
習
言
字
考
』
を
『
綱
合
類
大
節
用
集
』
 
 

と
題
し
て
、
村
上
平
楽
寺
か
ら
刊
行
。
 
 
 

宝
永
二
年
 
 

宝
永
三
年
 
 

宝
永
六
年
 
 

正
徳
元
年
 
 

前
に
 
『
東
関
紀
行
』
 
の
注
釈
を
執
筆
。
 
 

元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
正
月
 
『
身
延
道
之
記
首
書
』
を
京
都
二
条
の
 
 

村
上
平
楽
寺
か
ら
刊
行
。
 
 

同 同 同  元
禄
元
年
（
二
ハ
八
八
）
 
こ
の
こ
ろ
近
江
国
膳
所
の
本
多
家
に
江
戸
詰
め
 
 

で
出
仕
。
俸
禄
は
十
三
石
三
人
扶
持
。
 
 

元
禄
三
年
〓
六
九
〇
）
七
月
八
日
 
父
勝
久
が
七
十
五
歳
で
死
亡
。
 
 

元
禄
十
年
（
一
七
九
七
）
五
月
 
膳
所
藩
士
の
菅
沼
曲
翠
が
『
方
丈
記
流
 
 

水
抄
』
 
の
未
定
稿
を
書
写
。
 
 

あ
る
い
は
こ
の
前
後
に
致
仕
し
た
か
。
 
 

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
正
月
 
『
有
職
小
説
』
を
江
戸
の
須
原
屋
か
ら
 
 

刊
行
。
 
 

（
一
七
〇
五
）
 
 

（
一
七
〇
六
）
 
 

（
山
七
〇
九
）
 
 

（
一
七
二
）
 
 

九
月
 
『
職
原
要
略
和
歌
』
成
る
。
 
 

春
 
『
方
丈
記
流
水
抄
』
成
る
。
 
 

十
一
月
八
日
 
長
女
が
早
世
。
 
 

秋
 
大
行
院
秀
繁
の
求
め
に
応
じ
て
 
『
鎌
形
村
 
 

三
月
 
『
北
越
軍
談
』
成
る
。
 
 

八
月
 
『
書
言
字
考
』
成
る
。
 
 

秋
 
『
身
延
道
之
記
首
書
』
成
る
。
こ
れ
以
 
 

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
八
月
 
『
方
丈
記
流
水
抄
』
を
京
都
と
江
戸
の
書
 
 

砕
か
ら
刊
行
。
 
 

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
三
月
 
『
関
八
州
舌
戦
録
』
成
る
。
 
 

享
保
十
三
年
（
¶
七
二
八
）
四
月
 
本
多
康
敏
か
ら
三
十
石
の
加
増
を
受
 
 

け
、
知
行
は
百
石
と
な
る
。
 
 

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
 
三
月
十
一
日
 
次
女
が
死
亡
。
 
 

五
月
二
十
六
日
 
死
去
。
享
年
七
十
歳
前
 
 
 

同
 
 後
。
法
名
は
苔
巌
院
慈
賢
友
釣
居
士
。
武
蔵
国
箕
輪
の
龍
泉
寺
に
葬
 
 

る
。
女
聾
の
光
保
が
家
を
嗣
ぐ
。
 
 

こ
の
小
論
は
、
横
島
紘
一
邸
氏
か
ら
ご
連
絡
が
あ
り
、
お
家
の
文
書
を
 
 

お
示
し
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、
執
筆
の
契
機
と
な
っ
た
。
改
め
て
横
島
氏
 
 

の
ご
懇
情
に
謝
意
を
表
す
る
。
 
 

（
こ
ば
や
し
 
し
ょ
う
じ
ろ
う
）
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